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問題 以下のような硬貨投げを行う。

1枚の硬貨を投げて裏が出たら硬貨投げを終了し，表が出たら 1枚の硬貨を加え 2枚の硬貨を同時に投げる。2枚

の硬貨のうち 1枚でも裏が出たら硬貨投げを終了し，全部が表ならば 1枚の硬貨を加え 3枚の硬貨を同時に投げる。

3枚のうち 1枚でも裏が出たら硬貨投げを終了し，全部が表ならば 1枚の硬貨を加え 4枚の硬貨を同時に投げる。以

下同様にして全部が表ならば 1枚の硬貨を加えて硬貨投げを続ける。

1枚の硬貨から始めて，硬貨が n 枚のときに硬貨投げが終了する確率を pn（n ¸ 1）とする。

(1) pn を n を用いて表せ。

(2) 無限級数の和
1
P

n=1
pn を求めよ。

(3) P =
1
P

n=1
p2n¡1 とおく。0:6 < P < 0:62 であることを証明せよ。ここで

1
P

n=1
p2n¡1 が収束することは用いて

よい。
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